
 

 

最終処分場浸出水等の適正管理に向けた水質特性の把握 
 

小口文子 1，2・北原清志 1・酒井文雄 1  
 
 

県内の一般廃棄物最終処分場及び産業廃棄物最終処分場において実施している水質等実態調査で得られた
浸出水及び浸透水の水質データを先行研究による水質評価手法 1)を参考に統計解析した結果，6 つのグルー
プに分類できた．それらのグループに属する施設には最終処分場の型や埋立物に共通の特徴がみられた．さ
らに，浸透水，放流水の基準値超過がみられる施設や浸出水の汚濁負荷が高い施設は特定のグループに属し
た．また，グループにより電気伝導率と高い相関がみられる項目が異なっていた．グループの特徴に応じ，
経年データと併せてみることによって適正な維持管理への活用が期待される．  

 
キーワード：廃棄物最終処分場，浸出水，浸透水，飛灰処理物，電気伝導率，COD，BOD 
 
1 はじめに 

 
廃棄物最終処分場における維持管理基準の遵守状

況を確認し，廃棄物行政の監視，指導の基礎データ
を得ることを目的に，県内最終処分場の雨水等が埋
立地の廃棄物層に浸透して発生する浸出水，浸透水
（安定型産業廃棄物処分場の場合），これらを水処理
施設で処理した放流水及び周辺地下水等を対象とし
た「廃棄物最終処分場水質等実態調査」(以下,実態調
査)を一般廃棄物最終処分場では 1991 年度から，産
業廃棄物最終処分場では 1987 年度から毎年一定の
施設を選定した上で継続して実施し，全県網羅的に
把握している． 
本研究では，実態調査で得られた一般廃棄物最終

処分場及び産業廃棄物最終処分場の浸出水及び浸透
水の水質データを統計解析し，水質特性に応じて最
終処分場を分類した．さらに，最終処分場の型（一
般廃棄物，産業廃棄物（安定型・管理型）），埋立物
や水質基準適合状況と照らし合わせ，水質特性との
関連性の把握を試みた． 
その結果，今後の適正な維持管理に向けて，留意

すべき施設群や水質項目などについての知見が得ら
れたので報告する．  

 
2 調査方法 

 
2．1 調査対象施設 
統計解析の対象とした施設の概要を表１に，詳細 
 

を表１－１，表１－２に示す．施設を分類するにあ
たっては，2012 年度から 2021 年度に実態調査を実
施した施設のうち，一般廃棄物最終処分場（以下，
一廃処分場）22施設，産業廃棄物最終処分場（以下，
産廃処分場）21 施設，計 43 施設における直近の調
査 3回分の浸出水及び浸透水（以下，浸出水等）129
試料の水質データを用いた． 

 
2．2 測定項目と測定方法 
測定項目は「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃

棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」
（以下，基準省令）において定められている基準項
目のほか，電気伝導率(EC)，無機イオン成分（Na+，
K+，Ca2+，Mg2+，Cl-，SO42-）を合わせた 50項目と
し，測定方法は JIS K 0102 に準拠した． 

 
表１ 調査対象施設の概要 

（2012年度～2021年度調査分） 

 1 長野県環境保全研究所 循環型社会部 〒380-0944 長野市安茂里米村 1978 
 2 現：長野県環境保全研究所 企画総務部 〒380-0944 長野市安茂里米村 1978 

対象とした施設 主な埋立物 施設数
試料数

(直近3回分)
不燃ごみ、破砕ごみ・処理残
渣等

5 15

焼却残渣(主灰のみ)+不燃ご
み、破砕ごみ・処理残渣等

4 12

焼却残渣(飛灰含む） 3 9

焼却残渣（飛灰含む）+不燃
ごみ、破砕ごみ・処理残渣等

10 30

安定型産業廃棄物
最終処分場

安定型品目 16 48

管理型産業廃棄物
最終処分場

管理型品目 5 15

合計 43 129

一般廃棄物
最終処分場
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表１－１ 調査対象施設の詳細 

（一般廃棄物最終処分場 22施設） 

 
 
 

表１－2 調査対象施設の詳細 
    （産業廃棄物最終処分場 21施設） 

 

2．3 浸出水等の水質の特徴による処分場の分類 
処分場を浸出水等の水質の特徴により分類するた

め，有機成分指標として COD，BOD 等の項目を，
無機成分指標として Na+，K+等のイオン成分項目を
選択し，主成分分析を実施した．さらに，各データ
との関連性を示す固有値（各主成分が含む情報の大
きさ）が 1以上になった（元の変数 1 個分以上の情
報を持つ成分）第 1主成分及び第 2主成分から得た
主成分得点を用いて階層的クラスター分析（凝集法）
を行い，浸出水等をグループに分類した．統計解析
は，エクセル統計（株式会社社会情報サービス）を
用いて行った．解析上，測定値が報告下限値未満で
ある場合は，報告下限値の半値として扱った．なお，
これらの解析は長森ら 1)，平川ら 2）の水質評価手法
を参考にした． 

 
3 結果及び考察 
 
3．1 浸出水等の水質の特徴による処分場の分類 
浸出水等の水質データについて，処分場の型によ

って各項目の濃度範囲や EC 値への寄与率が異なる
ことが予測されたため，処分場を一廃処分場，安定
型産廃処分場，管理型産廃処分場に分けて，測定項
目間の相関係数を求めた．確認した相関のうち，無
機成分項目を代表して EC と相関係数が高い項目を，
有機成分項目を代表して COD と相関係数が高い項
目を表 2 に示す．すべての処分場の型で，EC 値及 
 

飛灰固化
物

主灰 1回目 2回目 3回目

A 〇 140,000 26 27 28 2017
B 〇 21,000 39 40 41
C 〇 〇 82,000 31 32 34 2019
D 〇 140,000 14 15 16
E 〇 14,000 20 23 26
F 〇 〇 21,000 14 19 22
G 〇 〇 23,000 18 21 24
H 〇 〇 7,400 15 19 22
I 〇 〇 〇 3,200 12 16 20
J 〇 72,000 26 27 28
K 〇 〇 38,000 20 20 22 2017
L 〇 〇 22,000 5 6 10
M 〇 〇 〇 740,000 26 28 31
N 〇 〇 〇 34,000 25 25 27
O 〇 〇 〇 26,000 22 24 24
P 〇 〇 〇 23,000 21 22 25
Q 〇 〇 〇 53,000 18 21 24
R 〇 〇 〇 61,000 19 20 21
S 〇 〇 〇 1,800 12 15 16 2017
T 〇 〇 〇 85,000 11 15 17
U 〇 〇 42,000 9 13 15
V 〇 〇 〇 〇 100,000 4 7 10

施設
名

埋立
容積

（ｍ３）

埋立
終了年

焼却残渣 不燃
ごみ

破砕ご
み・処理
残渣

粗大
ごみ
他

溶融
スラ
グ

埋立開始から採水まで
の期間（年）
（埋立終了;□）

埋立物

表２ 処分場の型による項目間の相関係数(抜粋) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【EC値との相関】 ：p <0.01

測定項目 一廃処分場 安定型産廃処分場 管理型産廃処分場

COD 0.49 0.54 0.99
BOD 0.04 0.23 0.96
T-N 0.13 0.44 0.96

NH4-N 0.06 0.54 0.94
Na+ 0.98 0.82 1.00
K+ 0.98 0.46 0.98

Ca2+ 0.93 0.83 0.88
Cl- 0.99 0.69 1.00

SO4
2- 0.08 0.70 -0.60

【COD値との相関】
測定項目 一廃処分場 安定型産廃処分場 管理型産廃処分場

BOD 0.50 0.38 0.93
T-N 0.82 0.55 0.96

NH4-N 0.56 0.80 0.95
Na+ 0.43 0.71 0.98
K+ 0.47 0.60 0.96

Ca2+ 0.55 0.26 0.89
Cl- 0.47 0.35 0.99

SO4
2- 0.09 0.11 -0.61

EC 0.49 0.54 0.99
EC

廃プラ ゴム
くず

金属
くず

ガラ陶
くず

がれき
類

1回
目

2回
目

3回
目

a 〇 〇 〇 〇 〇 〇 320,000 23 24 25 2004

b 〇 〇 〇 〇 〇 〇 500,000 21 22 23 2008

c 〇 5,900 23 24 25 2007

d 〇 〇 〇 〇 〇 〇 100,000 11 11 12

e 〇 〇 〇 680,000 19 21 23

f 〇 〇 〇 〇 〇 370,000 30 32 33 2000

g 〇 〇 〇 〇 〇 130,000 20 22 25 2004

h 〇 15,000 21 22 23

i 〇 〇 〇 35,000 21 22 23 2012

j 〇 〇 〇 40,000 27 28 29

k 〇 〇 〇 〇 〇 67,000 25 28 31

l 〇 〇 〇 〇 〇 95,000 24 28 30

m 〇 〇 〇 〇 〇 79,000 27 31 33

n 〇 〇 〇 〇 21,000 29 32 35

o 〇 〇 〇 〇 〇 63,000 35 38 41

p 〇 〇 〇 〇 〇 120,000 36 37 38

q 〇 〇 〇 〇 〇 53,000 30 32 34

r 〇 〇 16,000 20 22 24

s 〇 〇 〇 〇 〇 47,000 18 21 23 2011

t 〇 50,000 20 22 24

u 〇 〇 〇 〇 〇 330,000 26 27 28

施設
名

埋立物

埋立容積
（ｍ３）管理型

品目

埋立
終了年

埋立開始から採水ま
での期間（年）
（埋立終了;□）安定型品目
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び SO42-以外の無機成分項目間と，COD 及び有機成
分項目間で有意な相関（p<0.01）がみられた．よっ
て，有機成分指標として COD，BOD，T-N 及び NH4-N
を，また，無機成分指標としてNa+，K+， Ca2+，Cl- 及
び EC を用いることとし，これらの指標により主成
分分析を行った．その結果，第 1主成分（寄与率 75％）
と第 2 主成分（寄与率 12％）の累積寄与率が 87％
となり，この 2つの主成分を用いて評価することと
した． 
なお，安定型産廃処分場では EC値と SO42-に関し

ても 0.70 と高い相関がみられ，処分場の型による特
徴を反映すると考えられるため，項目ごとの濃度に
ついて解析する際は SO42-も併せて解析することと
した． 
第 1主成分と第 2主成分の固有ベクトルを図 1に

示す．第 1 主成分は全ての項目が正の値を示したこ
とから，浸出水中の有機成分及び無機成分の変数が
総合的に関係している汚濁の総量を表していると考
えられる．第 2主成分は有機成分が負の値を示し，
無機成分は正の値を示していることから，有機成分
と無機成分が浸出水へ溶出する際のバランスを表し
ている指標と考えられる 1),2)．これらの結果は，長

森ら 1)による一廃処分場の浸出水の調査結果及び平
川ら 2)による処分場関連水の調査結果と比較して解
析に用いた指標項目はいくつか異なるが，ほぼ同様
の結果であった． 
次に水質による浸出水等の分類を行うため，第 1

主成分得点と第 2 主成分得点を用いて階層的クラス
ター分析（凝集法）を行った．その結果，図 2 に示
す 6 つのグループに分けられた．また，各グループ
の項目別測定結果平均値を図 3 に示す．これらの図
から，各グループの水質の特徴が無機成分指標及び
有機成分指標のグラフのパターンとして読み取れる．
各グループの水質の特徴を表 3 に示す．第 1 主成分
で表される汚濁総量はグループⅥが一番高く，Ⅳ,Ⅴ
及びⅡ,Ⅲと続き，Ⅰが最も低くなっていた．グルー
プⅢ，Ⅴは，グループ内の一廃処分場と産廃処分場
で無機成分指標を中心に水質の特徴が異なったため，
ⅢをⅢ-1（一廃処分場），Ⅲ-2（産廃処分場），同  

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 主成分による固有ベクトル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図３ 対象試料全体と各グループの項目別測定結果平均値（グラフは対数目盛表示）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 主成分分析得点とクラスター分析に 

よるグループ分類 
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様にⅤをⅤ-1，Ⅴ-2に分けて検討した． 
次に各グループの試料数とそれらが由来する処分

場の型や埋立物を図 4に示す．グループ別の埋立物
は，一廃処分場ではグループⅠは不燃ごみまたは破
砕ごみ・処理残渣であった．グループⅡ，Ⅲは主灰，
不燃ごみ及び破砕ごみ・処理残渣であり，一部で飛
灰処理物が含まれていた．グループⅣは一廃処分場
のみで，全てが飛灰処理物を含んでおり，無機成分
指標の濃度が高いことと対応していた（図３). 
グループⅤは主に不燃ごみ等の他，燃やせないご

みとして可燃ごみ（生ごみや廃プラスチック等）を
含む２施設が属していた． 
産廃処分場では安定型の埋立物は安定 5品目とし

ているところが多く，それらの埋立割合もほとんど
不明であったため，安定型，管理型の別のみで示し
た．全体としては，安定型は 21施設中 16施設と多
かった．グループⅠ,Ⅱではすべて安定型であり，グ
ループⅢでは安定型と埋立を終了した管理型 2施設
が属していた．グループⅤには安定型 2 施設と管理
型 1 施設が属していた．グループⅥは管理型のみ 2
施設が属していた． 

 
3．2 浸出水等の水質基準適合状況 
3.2.1 各グループと基準適合状況の概要 
各グループにおける浸出水，浸透水等の水質基準

適合状況（同時に採取した放流水，周辺地下水の状

表 3 各グループの特徴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 各グループの試料数と処分場の型，埋立物  

表４ 各グループにおける浸出水，浸透水等の水質基準適合状況（同時に採取した放流水，周辺地下水の状況を併記）  

 

グループ 第1主成分
得点（平均）

第2主成分
得点（平均） 水質の特徴

Ⅰ -3.93 -0.41 有機成分、無機成分とも最も低い

Ⅱ -1.49 -0.61
全体の濃度レベルが低めであり，グ
ループⅠとⅢの中間

Ⅲ－１ -1.17 0.82 濃度レベルの低い無機成分溶出型

      －２ -1.35 0.73 （Ⅲ-2はSO4
2-とCa2+の濃度が高い）

Ⅳ 2.23 0.89 濃度レベルの高い無機成分溶出型

Ⅴ－1 2.35 -2.16 有機成分溶出型
（V-1はBOD濃度が高い）

　－２ 0.98 -1.47 （Ⅴ-2はSO4
2-とCa2+の濃度が高い）

Ⅵ 6.23 -0.28 有機・無機両成分溶出型、最も濃度レ
ベル高い

【　　】は基準を超過した項目名、数字は件数（項目数×回数の合計）/施設数

安定型

浸透水の基準
不適合

  浸出水が放流水
  の基準値＜

放流水の
基準
不適合

安定型
2

F,J,H, 4/2 1/1 安定型 0 - - 5/2
I,O,S 【pH】 【pH】 10 【Pb、NO3-N】

安定型 3/1 6/3

2/1 6 【Se】 【NO3-N、B、
Pb、As】

【pH】 管理型
2

12/4
【pH、COD、

SS、Pb】
安定型 3/2 - -

7/2 2 【BOD、COD】
管理型 1/1

1 【BOD】
3/2 1/1 管理型 18/2 0 1/1

【COD、SS、Cd】 【Cd】
2 b,e 【pH、BOD、COD､

ﾌｪﾉｰﾙ、D-Fe】 【1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ】

＊表1の施設名と対応

---

産廃処分場

6 0 f,g,h,k,l,
n,o,q,r,u

Ⅲ

0 - -

6 E,G,I,O,
Q,S 0 0

j,m,n,s,t,u

a,c - 0

Ⅱ

Ⅵ 2 0

グ
ル
ー
プ

2 A,B 0

Ⅳ

一廃処分場

Ⅴ

管理型
周辺地下水の基

準不適合

Ⅰ 0 0 i,l

施
設
数

施設
 内訳＊

浸出水が放流水の
基準値＜

放流水の
基準
不適合

周辺地下
水の基準
不適合

施
設
数

施設
 内訳＊

00

- -

---00
J,K,L,M,
N,P,Q,R,

T,U,V
11

2 C,D 0 0
0

0

-N,U

g,p

ｄ -【BOD、COD、
SS】

0

Ⅰ 不燃物または破砕ごみ・処理残渣のみ

Ⅳ すべて一廃処分場、飛灰処理物含む
Ⅴ-1 不燃物、その他の２施設６試料
Ⅵ 飛灰処理物含む２施設２試料

Ⅱ、Ⅲ-1 主灰、不燃物や破砕ごみ・処理残渣等
一部に飛灰処理物含む

Ⅰ、Ⅱ 安定型

Ⅲ-2 安定型中心、管理型2施設（埋立終了）

Ⅴ-2 安定型2施設、管理型1施設
Ⅵ 管理型２施設６試料

Ⅳ 該当施設なし

一般廃棄物最終処分場

産業廃棄物最終処分場
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況を併記）を表 4 に示す．施設によっては複数のグ
ループに跨るものがあったがそのままそれぞれのグ
ループの施設数として数えた．放流水や浸透水の水
質基準適合状況をみると，グループⅠ～Ⅲに属する
施設では，一廃処分場 1 施設の放流水の pH と安定
型産廃処分場１施設の浸透水のセレンの他は，基準
超過はみられなかった．  
一方，グループⅣ～Ⅵについては，浸透水で BOD

及び COD の基準超過が３件みられた． 
また，一廃処分場や管理型処分場の浸出水はただ

ちに放流水基準は適用されないが，廃止を想定して
放流水基準を上回った項目は，グループⅠ～Ⅵ全体
では pH（放流水基準 pH8.6）で 18件あった．グル
ープⅣ～Ⅵでは BOD（10 件），COD（10件），SS
（4 件），フェノール（3 件），溶解性鉄（1 件），
鉛（1 件）及びカドミウム（1件）が放流水基準を上
回った．これらのグループの分類は適正な維持管理
を指導していくための基礎データとして，参考にな
ると考えられる． 
以下にグループ分けと検出項目との特徴的な関係

を示す. 
 
3.2.2 ｐH との関係 

pH 基準超過のグループの内訳をみると，グルー
プⅡ，Ⅲ-1，Ⅳ及びⅥの一廃処分場や管理型産廃処
分場の浸出水であり，飛灰処理物またはばいじんを
埋立物に含む処分場であった． 
 
3.2.3 ホウ素及び 1,4-ジオキサン濃度との関係 
ホウ素及び 1,4-ジオキサンはグループごとの分布

に特徴がみられた．各グループにおける浸出水等の
ホウ素と１,４-ジオキサンの濃度分布を図５に示す． 
ホウ素はグループⅢ-2 及びⅤ-2 で数㎎/L から最

高 18 ㎎/L 検出され，ばらつきが大きかった．これ

は貴田らの報告 3) のホウ素濃度が一廃処分場の浸 
出水で数㎎/L 程度とばらつきが小さく，安定型及び
管理型産廃処分場浸出水で最高 20 ㎎/L 前後とばら
つきが大きかったとする傾向と一致していた．   

1,4-ジオキサンは，グループⅥの産廃管理型処分
場では 0.05～0.10mg/L 程度検出された． 
また，周辺地下水の検査結果について，地下水環

境基準との適合状況を併せて比較した結果(表４)，
一廃処分場ではカドミウムの地下水等検査項目の基
準超過（1 件）があった．また，産廃処分場では鉛
（3 件），ヒ素（2 件）及び 1,4-ジオキサン（1 件）
の地下水等検査項目の基準超過，並びに硝酸性窒素
（5件）及びホウ素（1件）の地下水環境基準超過が
あった．基準超過原因が明確になっていないものも
あるが，このうち，周辺地下水のホウ素が環境基準
1.0㎎/Lを超えた施設はグループⅢ-2の産廃安定型
処分場（m処分場）であった．また，1,4－ジオキサ
ンが地下水等検査項目の基準 0.05 ㎎/L を超過した施
設はグループⅥの産廃管理型処分場（b 処分場）で
あり，浸出水等でも比較的高濃度でこれらの物質が
検出されていた．ホウ素は陰イオンとしてふるまう
ため，廃棄物や土壌に吸着しにくくホウ酸として安
定して存在する．このためホウ素は生物処理や凝集
沈殿処理など，通常の水処理では除去が困難な物質
である 3）．また，1,4-ジオキサンは難分解性で水溶
性も有していることから廃棄物層内から移動し易く，
同様に，通常の水処理では除去が困難な物質である 4）．
これらが高濃度で検出されやすいグループでは，周
辺地下水の水質測定結果と合わせて今後も注視して
いく必要があると考えられる． 

 
3.2.4 電気伝導率との関係 
各グループの EC と，有機成分項目，無機成分項

目との相関を表 5に示す．すべてのグループで複数  
の無機成分項目との相関がみられた．グループⅤ-1 

 
×  ；上側外れ値…第 3 四分位数から四分位範囲×1.5 以上 

ホウ素 ；グループⅠはすべて報告下限値未満， 
Ⅱは外れ値以外すべて報告下限値未満  

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ；グループⅠ及びⅢ-1 はすべて報告下限値未満，  
Ⅱ及びⅢ-2 は外れ値以外すべて報告下限値未満 

図 5 ホウ素と１,4-ジオキサンの濃度分布 

表 5 グループごとの EC 値及び各項目の相関 
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Ⅴ
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Ⅴ
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1,4-ジオキサン
凡例

最大値

第3四分位
第2四分位
（中央値）

最小値
第1四分位

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ－１ Ⅲ－２ Ⅳ Ⅴ－1 Ⅴ－2 Ⅵ
COD 0.21 0.21 0.04 -0.23 0.47 0.81 0.30 0.75
BOD -0.46 0.27 0.47 0.04 0.50 0.66 0.16 0.88
T-N 0.42 0.47 -0.18 -0.28 0.46 0.84 0.10 0.52

NH4-N 0.62 0.11 0.01 0.03 0.15 -0.16 0.45 0.46
Na+ -0.19 0.95 0.88 0.07 0.83 1.00 0.58 0.99
K+ 0.91 0.88 0.88 0.23 0.94 1.00 0.83 0.99

Ca2+ 0.98 -0.02 0.22 0.68 0.85 0.44 0.76 0.07
Cl- -0.08 0.94 0.67 0.19 0.99 1.00 0.79 1.00

SO4
2- すべて下限

値未満 0.29 0.15 0.68 -0.15 0.98 0.65 -0.54

（n） (11) (33) (12) (22) (29) (6) (8) (8)

；p <0.01
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及びⅥでは，無機成分項目ほど明確でないが COD
や BOD などの有機成分項目とも正の相関がみられ
た．また，グループⅢ-2及びⅤ-2では SO42-及び Ca2+

との相関が 0.65~0.76 と比較的高いのが特徴的であ
った．両グループにおける SO42-及び Ca2+の濃度は
数百から 1000mg/L オーダーであった（図 3）．これ
らは，過去に埋めたてられた廃石膏ボードに起因す
る可能性が考えられた．複数の成分と相関が高い EC
は，測定が簡便であり，維持管理・モニタリングに
有効な手段であると考えられる． 
 
3.2.5 鉛濃度と埋立年数，pH 及び EC との関係 
浸出水等における鉛濃度と埋立年数，pH及び EC 

の関係を図 6に示す．埋立年数による解析のため対
象とした 43 施設において 2000 年度から 2021 年度
に採取した浸出水等のすべての水質データを用いた． 
埋立開始から数年の間に放流水の基準前後の濃度

の鉛の溶出がみられた L処分場及び比較的濃度が高
かった U 処分場は飛灰処理物を埋め立てている一
廃処分場であり，グループⅣに該当する．共に EC が
おおむね 1,000mS/m 以上，pHが Lの測定時の一部
と Uすべての測定時で pH10 以上であった．埋立年
数との関係をみると 20 年以上の試料では N 処分場
の 1 試料を除き，0.01mg/L 未満（放流水の基準は
0.1mg/L，浸透水，周辺地下水の基準は 0.01mg/L）
であった．なお，N は埋立から 25 年経過していた
が，EC 値は例年の約 5 倍で 11,000mS/m，鉛は
0.097mg/L，カドミウムも 0.16mg/L 検出されてい
た． N ではこのとき，掘り返して地域外の民間処分
場へ搬出中であり，埋立地内の環境が変化していた
と考えられる．長森らによる一般廃棄物最終処分場
浸出水の EC 値と重金属類濃度の解析では，EC 値の 

変化によってこれらの高濃度溶出が推測されること，
また，飛灰処理物の埋立に関しては鉛の再溶出が懸
念されていることから EC 値に注意する必要がある
ことが示唆されている 1)．当県でも L，U 及び Nの
ような飛灰処理物を埋め立てている一廃処分場では
これと類似した傾向を示した．特に N では EC値の
急増に伴って鉛とカドミウムが検出されており ,現
場での EC や pH の測定と経年データから異常等を
検知するなど，維持管理への活用が期待される．  
 
4 まとめ 

 
県内の廃棄物最終処分場の水質等実態調査で得ら

れた浸出水等の水質データを統計解析し，6 つのグ
ループに分類した．さらに，処分場の型，埋立物や
水質基準超過状況と照らし合わせ，水質特性の把握
を試み，今後の適正管理に向けたモニタリングへの
活用について考察した．以下に得られた知見を示す． 

 
(1) 各グループに属する施設には処分場のタイプ
や埋立物に共通の特徴がみられ，浸透水，放流水
における基準超過がみられる施設や，浸出水にお
ける汚濁負荷が高い施設が属するグループがあ
るなど，いくつかの特徴的な傾向がみられた. 

(2) pH基準超過がある処分場には飛灰処理物また
はばいじんを埋立物に含む特定のグループがあ
った. 

(3) ホウ素及び 1,4-ジオキサン濃度が高い特定の
グループがあった.浸出水等で比較的濃度が高か
った事例は,原因が明確ではないが，同時に採取
した周辺地下水でホウ素や 1,4-ジオキサンの濃
度が地下水等検査項目の基準や環境基準を超過
した．いずれも通常の水処理では除去が困難な物
質であることから今後も注視していく必要があ
ると考えられた． 

(4) 電気伝導率（EC）は処分場のグループにより，
高い相関がみられる項目が異なっていた．  相関 
が高い傾向の成分については，モニタリングのた
めに簡便な EC の測定を活用していくのは有効
な手段であると考えられた． 
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